
元
気
い
っ
ぱ
い
の
声
を

　
　
　
教
室
に
響
か
せ
て

　
４
月
６
日
、
町
内
の
各
小
学
校
と
中
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
乙
部
中
学
校
3
2
名
、
乙
部
小
学
校
1
6
名
、
栄
浜
小
学
校
１
名
、
明
和
小
学
校
１
名
の
生

徒
が
新
一
年
生
と
な
り
ま
し
た
。

　
ピ
カ
ピ
カ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
と
靴
、
子
ど
も
た
ち
の
か
わ
い
い
笑
顔
も
輝
い
て
い
ま
し
た
。

平
成
27年
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春
の
訪
れ
と
と
も
に
平
成
二
十

七
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

三
月
十
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
乙

部
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
平

成
二
十
七
年
度
の
各
会
計
予
算
が

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、
三
十
三
億

五
百
九
十
九
万
千
円
で
前
年
度
当

初
予
算
か
ら
四
億
五
百
十
七
万
二

千
円
（
十
・
九
二
％
）
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
（
国
保
、
後

期
高
齢
者
、
介
護
保
険
、
簡
易
水

道
、
公
共
下
水
道
、
漁
業
集
落
排

水
、
病
院
）
の
総
額
は
二
十
二
億

五
千
九
百
六
十
六
万
四
千
円
と
な

り
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
合
わ

せ
て
五
十
五
億
六
千
五
百
六
十
五

万
五
千
円
（
前
年
度
比
一
・
〇
五

四
％
減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
全
体
の
五
十
四
・
五

八
％
を
占
め
る
地
方
交
付
税
が
十

八
億
四
百
四
十
五
万
六
千
円
と
前

年
度
か
ら
八
千
九
百
十
万
五
千
円

の
増
額
。
道
支
出
金
が
一
億
八
千

五
百
七
万
六
千
円
と
昨
年
度
か
ら

三
億
六
千
四
百
三
十
万
千
円
減
額

し
て
い
ま
す
。

　

事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ

る
お
金
（
町
債
）
が
三
億
四
千
八

百
五
十
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
老
人
福
祉
、
児
童

福
祉
や
障
害
者
福
祉
な
ど
の
民
生

費
に
、
六
億
二
千
六
百
四
十
二
万

五
千
円
。

　

土
木
費
で
は
、
三
億
八
千
二
百

一
万
八
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
債
費
（
町
債
の
返
還

金
）
が
前
年
度
よ
り
六
千
六
万
五

千
円
増
の
五
億
六
千
三
百
二
十
八

万
六
千
円
と
全
体
の
十
七
・
〇

四
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

平成27年度

予
算
概
要

歳
入

歳
出

地方交付税
(54.58%)

町債
(10.54%)

国庫
支出金
(6.42%)

町税
(7.75%)

道
支出金
(5.60%)

繰入金　(3.76%)

諸収入 (3.88%)
その他
(7.47%)

その他　(2.56%)

教育費
(7.55%)

衛生費
 (11.44%)

農林水産業費
(9.02%)

総務費
(12.91%)

公債費
(17.04%)

土木費
(11.56%)

民生費
(18.95%)

消防費
(4.65%)

商工費　(4.32%)

平成27年度一般会計予算額は

33億33億
599万1千円599万1千円
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予算計上の主な事業〈一般会計〉

歳　入
科　　目 予　　　算　　　額 前　年　度　対　比

町 税 ２億５,６１７万円 △８１４万７千円

地方交付税 １８億４４５万６千円 ８,９１０万５千円

国庫支出金 ２億１,２２０万４千円 ４５９万円

道 支 出 金 １億８,５０７万６千円 △３億６,４３０万１千円

繰 入 金 １億２,４３１万５千円 △２,６８０万７千円

諸 収 入 １億２,８１６万１千円 ５,３４３万２千円

町 債 ３億４,８５０万円 △１億８,２１０万円

そ の 他 ２億４,７１０万９千円 △２,９０５万６千円
合　　計 ３３億５９９万１千円 △４億５１７万２千円

歳　出
科　　目 予　　　算　　　額 前　年　度　対　比
総 務 費 ４億２,６７３万５千円 △１,０７８万４千円
民 生 費 ６億２,６４２万５千円 △４,４１１万円
衛 生 費 ３億７,８１４万３千円 ６,９７１万４千円
農林水産業費 ２億９,８０９万６千円 △３,０６３万８千円
商 工 費 １億４,２６９万５千円 △４億７,９５０万９千円
土 木 費 ３億８,２０１万８千円 ５,８８８万２千円
消 防 費 １億５,３８７万９千円 △１,５２５万５千円
教 育 費 ２億４,９５０万７千円 ７９７万９千円
公 債 費 ５億６,３２８万６千円 ６,００６万５千円
そ の 他 ８,５２０万７千円 △２,１５１万６千円
合　　計 ３３億５９９万１千円 △４億５１７万２千円

科　　目 予　　　算　　　額 前　年　度　対　比
国民健康保事業特別会計 ６億５,６９４万６千円 ７,１０４万１千円
後期高齢者医療特別会計 ６,３５４万４千円 １万１千円
介 護 保 険 特 別 会 計 ７億６,７２２万２千円 ６０９万６千円
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 １億２１２万７千円 △１１２万５千円
公共下水道事業特別会計 １億７,５７１万円 △１,１５４万８千円
漁業集落排水事業特別会計 ５,２０３万１千円 １４７万５千円
国民健康保病院事業会計 ４億４,２０８万４千円 ３,６４４万１千円

合　　　　計 ２２億５,９６６万４千円 １億２３９万１千円

特別会計予算額は
　22億
　　5,966万4千円

◆自治・ふるさと振興	 （１，４１０万２千円）
　自治ふるさと振興対策（町制施行５０周年記念式典及

び表彰式、ふるさと振興助成金、ふれあい交流盆おど
り推進事業交付金、オートピア創造振興奨励補助金な
ど）、地域おこし協力隊事業など
◆医療・保健体制の整備	 （１億６，５５５万５千円）
　国民健康保険病院事業会計繰出金、道南ドクターヘリ

運航経費負担金、へき地患者輸送車の運行など
◆健康の保持促進	 （２，２４３万２千円）
　疾病予防対策、母子保健対策、町民健康づくり推進協

議会補助金など
◆老人福祉対策	 （１億５，２３３万円）
　老人の生きがい対策、長寿祝金の支給、高齢者医療対

策、老人保護措置費、高齢者ふれあいセンター管理運
営費など
◆児童福祉対策	 （１億２，６０５万４千円）
　常設保育園運営費、常設保育園保育料助成金、児童手

当の給付、こども医療費給付事業など
◆障害者福祉対策	 （１億３，１８０万６千円）
　障害者自立支援給付事業、重度心身障害者医療給付事

業など
◆塵芥及びし尿処理対策	 （５，８２０万１千円）
　南部檜山衛生処理組合負担金、資源ごみリサイクル運

動推進事業交付金、浄化槽設置促進事業、廃棄物不法
投棄対策など
◆季節労働者等雇用対策	 （４３５万３千円）
　緊急雇用創出推進事業、季節労働者援護事業など

◆農業の振興	 （２，６６３万４千円）
　農業再生プラン、経営所得安定対策推進事業、中山間

地域等直接支払交付金、農業基盤整備促進事業補助金
など
◆林業の振興	 （１億５，３４４万１千円）
　町有林整備事業、民有林整備事業、林業振興資金貸付

金、林業専用道魚つきの森線開設事業、森林管理道村
山緑線開設事業など
◆漁業の振興	 （９８３万円）
　水産業基盤整備、産業振興奨励補助金（ウニ深浅移植

事業、ナマコ育成礁試験事業、ナマコ種苗育成向上試
験事業）など
◆観光資源及び関連施設の活用	（３，７９２万６千円）
　観光PR及び「れん・りー」活動業務、フェスティバル

振興奨励補助金、温泉供給施設の維持管理など
◆生活道路の整備	 （１億４，６８２万９千円）
　姫川富岡線改良事業、橋梁長寿命化修繕事業、町道維

持補修事業、町道維持管理費など
◆住宅環境設備	 （８，３３４万４円）
　公営住宅ふれあい通り緑町団地新築事業、町営住宅維

持補修など
◆消防防災施設の整備	 （１億５，３６３万１千円）
　檜山広域行政組合負担金、防災行政無線の維持管理、

緊急避難路等維持補修、防災用資機材の整備など
◆学校教育の充実	 （８，７１１万３千円）
　学校教育施設・設備等の整備充実、教材及び教具の整

備、児童・生徒就学援助対策、学校給食の充実、語学（英
語）指導助手の招致など
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三
月
二
十
五
日
、
乙
部
町
商
工

会
主
催
に
よ
る
異
業
種
交
流
会
が

プ
ラ
ザ
お
と
べ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
事
業
は
、
乙
部
町
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

農
業
、
漁
業
、
商
工
業
、
会
社
員

等
の
業
種
の
垣
根
を
越
え
た
意
見

交
換
を
行
う
も
の
で
、
二
十
六
人

が
参
加
ま
し
た
。

　

漁
業
者
か
ら
は
、
近
年
の
ス
ケ

ソ
ウ
の
不
漁
か
ら
減
船
が
考
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
や
、
イ
カ
漁
へ
の

転
換
、
設
備
投
資
の
現
状
等
に
つ

い
て
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
「
町
内
の
宿
泊
・
飲
食
業

の
料
理
に
、
地
元
の
海
の
幸
を
利

用
す
る
な
ど
、
漁
業
者
の
立
場
か

ら
応
援
し
た
い
。」
な
ど
と
の
提

案
も
あ
り
ま
し
た
。

　

農
業
者
か
ら
は
、「
米
の
価
格

が
下
落
し
、
将
来
に
不
安
を
感
じ

て
い
る
。
価
格
の
影
響
を
受
け
な

い
直
売
な
ど
も
促
進
し
た
い
が
、

農
協
へ
出
荷
す
る
こ
と
で
融
資
や

　

千
葉
県
の
画
家
、鈴
木
益
躬（
ま

す
み
）
氏
か
ら
乙
部
町
に
寄
贈
さ

れ
た
絵
画
が
、
三
月
一
日
に
オ
ー

プ
ン
し
た
宿
泊
体
験
施
設 
「
光
林

荘
」の
大
広
間
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
氏
は
千
葉
県
美
術
会
の
理

事
で
、
千
葉
県
一
水
会
会
長
を
務

め
て
お
り
、
取
材
で
乙
部
町
を
訪

れ
た
際
、
萬
木
副
町
長
と
偶
然
出

会
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り

種
も
み
な
ど
が
入
手
で
き
る
。」

な
ど
と
現
状
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
漁
業
共
通
で
設
備
投

資
や
融
資
に
つ
い
て
課
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
や
、
地
元
の
食
材
を

地
元
で
流
通
・
消
費
す
る
た
め
の

基
盤
整
備
が
必
要
と
の
声
も
あ
り

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
異
業
種
間
の
情
報

交
換
や
問
題
解
決
に
向
け
た
様
々

な
案
に
つ
い
て
、
一
定
の
手
ご
た

え
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

未
来
の
乙
部
に
つ
い
て
語
り
合
い

～
地
域
活
性
化
を
目
的
に
異
業
種
交
流
会
～

鈴
木 

益
躬 

氏
が
絵
画
を
寄
贈

1932　東京・浅草橋に生まれる
1954　一水会展初入選
1955　多摩美術大学卒業
1964　一水会会員
1983　一水会委員推挙　日展初入選
1985　日展特選
1990　千葉県美術会理事
1995　札幌三越及び室蘭NHKにて個展
1999　一水会常任委員
2000　千葉県文化会館ギャラリー個展
2006　第68回一水会展にて文部科学大臣賞
2012　日本橋三越本店にて個展

◆主な略歴◆

乙
部
町
と
縁
を
深
め
た
こ
と
か
ら

今
回
の
寄
贈
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
断
層
の
岬
」
と
題
し
た
絵
（
横

１
９
３
．９
㎝
×
縦
１
３
０
．３
㎝

１
２
０
号
）
は
、
昨
年
四
月
に
ス

ケ
ッ
チ
し
た
も
の
と
、
三
十
年
前

に
描
い
た
港
を
あ
わ
せ
て
創
作
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
作
品
は
、
東
京
都
美
術
館

や
大
阪
、
名
古
屋
、
金
沢
な
ど
で

展
示
さ
れ
、
最
近
鈴
木
氏
の
手
元

に
帰
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
「
大
変

気
に
入
っ
て
い
る
作
品
で
す
が
、

自
分
の
手
元
に
置
い
て
お
く
よ
り

も
、
是
非
乙
部
町
に
飾
っ
て
欲
し

い
で
す
。」
と
の
想
い
か
ら
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

▼

「大事に管理したい。」と宮本支配人
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会議室１

会議室２

パソコン室

印刷室

女子トイレ

男子トイレ

さわやかトイレ 会議室３ 男子更衣室
給湯室

階段

正面玄関

①建設課

②財政課

③産業課
④農業委員会

⑤総務課
⑥地域振興対策室
⑦選挙管理委員会

⑧税務課

⑨町民課

交換室

給湯室

応接室

物　置

ﾎﾞｲﾗｰ室 玄関

会議室４ ⑩出納室 健康相談室 町民相談室 女子更衣室

裏口

階
段

放送室

町長室

ﾎﾞｲﾗｰ室女子トイレ 男子トイレ

給湯

トイレ
議員
更衣室

宿直室

６室議会室員議 議長室 ⑪議会事務局

物置
階
段

会議室５トイレ

説明員控室

議　　場

給湯室物置

傍聴席

乙部町役場主な窓口業務のご案内
役場庁舎＜６２－２３１１＞

平成27年度の庁舎内の配置は次のとおりです。電話でのお問い合わせなどにご確認下さい。
業務時間は、午前８時３０分から午後５時１５分までです。

①建設課
　道路・河川／水道／下水道／温泉供給／建築／町営住宅／町有財産／など
②財政課
　予算の編成・執行管理・決算／財政状況の公表／物品の納入・管理／など
③産業課
　農業振興／林業振興／水産振興／観光振興／商工労働関係／など
④農業委員会
　農地の管理・賃貸／など

⑧税務課
　町税（道町民税・固定資産税・国民健康保険税・軽
自動車税）の課税／町税の徴収／所得・納税・評価
等の証明／など

⑨町民課
　福　祉　係／障がい者・高齢者福祉／保育園
　　　　　　／集会施設の管理運営など
　住　民　係／戸籍・住民基本台帳・印鑑証明等
　国　保　係／国民健康保険・後期高齢者医療保険
　年　金　係／国民年金／児童手当
　保健衛生係／�環境衛生／健康増進／各種健診・予防

接種／こども医療／浄化槽／母子保健
　介護保険係／介護保険など
　地域包括支援／�介護予防／高齢者の健康・生活の相談

など

⑤総務課
　防災行政無線／交通安
全／防災／自治会町内
会の振興
　広報／統計／地域振興
　職員関係／例規関係など
⑥地域振興対策室
　地方創生や産業振興に
関することなど

⑦選挙管理委員会
　各種選挙（国政選挙・
地方選挙）に関するこ
となど

⑩出納室
　町税・使用料等の収納／決算調
整／支出命令審査／有価証券の
出納保管／指定金融機関／など

⑪議会事務局
　議会運営／各種議会の委員会／
請願・意見書／議会広報／など

　ご用件のある課・係がわからない場合は総務課
へお問い合わせ下さい。

•教育委員会＜62－2253＞
　学校教育／学校管理運営／社会教育振興／社会
教育・体育施設管理運営／など

•公民館＜62-3311＞
　町民会館・公民館の管理運営／図書室／文化財
／歴史資料／郷土学／など

•給食センター＜62-2406＞
　学校給食／給食センターの管理運営など
•つくし保育園＜62-2952＞
　未就学児童の保育／子育て支援センター／など
•乙部町国民健康保険病院＜62-2331＞
　内科・外科・小児科／病院の管理運営／など

1F

2F

出先機関
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三
月
二
十
二
日
、
千
岱
野
ふ
る

さ
と
館
で
落
成
記
念
第
一
回
カ

ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
は
、

世
帯
数
が
減
少
し
、
高
齢
化
し
て

い
る
千
岱
野
地
区
の
交
流
の
場
づ

く
り
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
、
二

十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

三
人
一
組
の
チ
ー
ム
は
、
ア
ス

パ
ラ
、
い
ち
ご
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

等
、
千
岱
野
地
区
で
収
穫
さ
れ
る

農
産
物
か
ら
名
付
け
ら
れ
真
剣
勝

負
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

夫
婦
で
対
戦
チ
ー
ム
と
な
っ
た

方
の
中
に
は
、
婦
人
の
投
球
順
番

に
な
る
と
「
父
さ
ん
、
わ
し
ば
応

援
し
な
い
と
、
晩
に
飯ま
ん
ま

か
へ
ね
ぇ

ど
」
や
、
ア
ス
パ
ラ
チ
ー
ム
が
高

得
点
を
取
る
と
、「
今
年
は
ア
ス

パ
ラ
が
豊
作
だ
」
な
ど
と
の
声
が

響
き
、
会
場
に
は
た
え
ず
、
笑
顔

や
拍
手
、
歓
声
が
飛
び
交
い
、
明

る
く
和
や
か
な
雰
囲
気
に
参
加
者

ら
は
初
め
て
の
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
を

　

三
月
二
十
二
日
、
乙
部
町
社
会

福
祉
協
議
会
主
催
に
よ
る
四
地
区

地
域
福
祉
推
進
懇
談
会
に
三
十
八

人
が
参
加
し
千
岱
野
ふ
る
さ
と
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
福
祉
懇
談
会
は
、
地
域
福

祉
に
お
け
る
課
題
解
決
の
た
め
の

方
策
に
つ
い
て
、
交
流
を
通
し
て

地
域
福
祉
活
動
へ
の
理
解
を
深

め
、
推
進
を
図
る
た
め
に
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
乙
部
町
社
会

福
祉
協
議
会
の
近
藤
征
昭
会
長
か

ら
「
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

に
、
積
極
的
に
意
見
交
換
を
お
願

い
し
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
林
一
夫
事
務
局
長
か
ら
は
、

同
協
議
会
の
事
業
報
告
や
滝
瀬
地

区
の
高
齢
者
生
き
生
き
交
流
会
な

ど
の
事
業
報
告
後
に
、
四
地
区
の

情
勢
な
ど
に
つ
い
て
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

姫
川
地
区
で
は
、
高
齢
者
世
帯

の
除
雪
支
援
と
し
て
近
所
が
協
力

し
て
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
地
域

内
で
の
声
か
け
運
動
な
ど
の
取
り

組
み
事
例
や
災
害
時
の
避
難
方
法

の
検
討
事
項
に
つ
い
て
の
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。

　

旭
岱
地
区
で
は
、
こ
れ
ま
で
自

治
会
活
動
の
多
く
を
杉
田
前
会
長

が
担
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
今
後

は
地
域
み
ん
な
で
役
割
分
担
し
、

交
流
の
場
づ
く
り
な
ど
に
も
取
り

組
む
た
め
、
他
地
区
の
事
例
を
参

考
に
検
討
し
た
い
な
ど
今
後
の
地

域
活
動
の
考
え
方
に
つ
い
て
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
竹
森
神

社
龍
神
祭
を
実
施
し
た
い
と
の
思

い
な
ど
も
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

千
岱
野
地
区
で
は
、
広
報
等
の

配
布
時
に
、
班
長
が
高
齢
者
世
帯

を
訪
問
し
て
状
況
を
把
握
し
て
い

る
こ
と
や
、
地
区
内
の
交
流
会
で

は
、
お
互
い
の
実
情
を
把
握
で
き

る
よ
う
に
と
、
夫
婦
で
参
加
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
な
ど
と
の
活
動

報
告
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

富
岡
地
区
で
は
、
数
年
前
ま
で

独
居
老
人
世
帯
も
あ
り
、
声
か
け

や
買
い
物
支
援
な
ど
も
し
て
い
た

が
、
今
は
見
守
り
な
ど
が
必
要
な

高
齢
者
世
帯
は
な
い
。
高
齢
者
に

な
っ
て
も
元
気
に
現
役
で
農
業
経

営
を
し
て
い
る
の
で
、
顔
を
合
せ

た
ら
作
物
の
生
育
状
況
な
ど
の
情

報
交
換
を
し
て
、
お
互
い
の
状
況

を
把
握
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
地

域
の
実
情
に
つ
い
て
の
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。

　

発
表
終
了
後
に
は
、
各
テ
ー
ブ

ル
ご
と
に
安
否
確
認
や
軽
度
生
活

支
援
、
除
雪
支
援
に
つ
い
て
の
意

見
交
換
と
懇
談
で
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

楽
し
み
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
、
林
義
秀
自
治
会
長

は「
笑
う
こ
と
が
健
康
に
は
一
番
。

こ
れ
か
ら
も
皆
で
楽
し
め
る
よ
う

な
交
流
の
場
づ
く
り
に
取
り
組
み

た
い
で
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
昼
に
は
婦
人
会
の
方
が

朝
早
く
か
ら
準
備
し
て
い
た
手
打

ち
そ
ば
を
食
べ
な
が
ら
、
初
め
て

の
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
感
想
な
ど
楽

し
そ
う
に
談
笑
し
て
い
ま
し
た
。

地
域
の
交
流
の
場
づ
く
り
で

カ
ロ
ー
リ
ン
グ

姫
川
・
旭
岱
・
千
岱
野
・
富
岡
地
区
で「
地
域
福
祉
懇
談
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た

▲

活
動
報
告
の
合
間
に
行
わ
れ
た
軽
体
操
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新
入
学
期
交
通
安
全
特
別
運
動

が
四
月
六
日
（
月
）
か
ら
四
月
十

五
日
（
水
）
ま
で
の
十
日
間
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
入
学
児
の
交
通
事
故
防
止

や
、
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
徹

底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

交
通
安
全
指
導
員
や
地
域
の

方
々
が
協
力
し
、
登
校
時
間
に
各

地
区
の
横
断
歩
道
の
前
な
ど
で
交

通
安
全
旗
を
持
ち
、
歩
行
者
や
ド

ラ
イ
バ
ー
に
注
意
を
促
し
て
い
ま

す
。

　

登
校
中
の
児
童
た
ち
は
元
気
な

あ
い
さ
つ
で
、
地
域
の
方
々
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ

と
が
出
来
る
良
い
機
会
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　

館
浦
地
区
の
旧
Ａ
Ｃ
Ｃ
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
セ
ル
ー
ラ
を
改
修
し
た

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ホ
テ
ル
あ
す
な

ろ
」
が
四
月
二
十
一
日
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
法
人 

江
差
福
祉
会

が
運
営
す
る
も
の
で
、
障
害
者
や

高
齢
者
が
気
軽
に
休
養
、
保
養
出

来
る
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま

す
。

　

乙
部
町
の
海
水
を
活
用
し
た
、

北
海
道
初
の
「
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー

（
海
水
入
浴
法
）」
を
取
り
入
れ
た

温
泉
リ
ハ
ビ
リ
も
特
徴
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

館
内
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
な
っ

て
お
り
、
大
浴
場
も
車
椅
子
の
ま

ま
で
入
浴
が
可
能
。
客
室
の
入
り

口
は
全
室
自
動
ド
ア
で
、
荷
物
を

持
ち
な
が
ら
で
も
簡
単
に
入
室
が

可
能
で
す
。

　

日
本
海
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
大
き

な
水
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
飾
ら
れ
て
い

る
清
潔
感
の
あ
る
ロ
ビ
ー
や
レ
ス

ト
ラ
ン
に
加
え
、
日
帰
り
入
浴
も

可
能
な
、
サ
ウ
ナ
を
含
む
男
子
六

種
類
、
女
子
七
種
類
の
浴
場
も
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ａ
Ｃ
化
粧
品
を
使
用

し
た
フ
ェ
イ
ス
エ
ス
テ
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
・
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
を
利
用

す
る
こ
と
も
出
来
る
の
で
女
性
に

も
う
れ
し
い
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ
て

い
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
ホ
テ
ル
あ
す
な
ろ
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て

元
気
に
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
！

　

４
月
も
終
わ
り
、
タ
イ
ヤ
交
換

も
お
済
み
だ
と
思
い
ま
す
。
道
路

に
雪
が
な
け
れ
ば
、
つ
い
つ
い
ス

ピ
ー
ド
を
出
し
す
ぎ
て
し
ま
う
の

が
、
北
海
道
の
道
路
事
情
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

一
昔
前
の
北
海
道
は
、
交
通
事

故
死
亡
事
件
数
全
国
１
位
と
い
う

不
名
誉
な
記
録
を
保
持
し
て
い
ま

し
た
が
、
最
近
で
は
愛
知
県
に
そ

の
座
を
譲
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ち
な
み
に
昨
年
平
成
26
年
の
全

国
の
交
通
事
故
発
生
件
数
は
、
５

７
万
３
８
４
２
件
で
、
う
ち
４
０

１
３
件
が
死
亡
事
故
で
、
４
１
１

３
人
の
方
が
交
通
事
故
で
亡
く

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、

負
傷
者
数
は
、
７
１
万
１
３
７
４

人
だ
そ
う
で
す
。

　

交
通
事
故
の
死
亡
者
数
も
負
傷

者
数
も
、
10
年
連
続
で
減
少
し
て

い
る
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
で
も
交

通
事
故
を
起
こ
す
危
険
や
被
害
に

遭
う
危
険
は
誰
に
で
も
あ
る
も
の

で
す
。

　

交
通
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
、

ま
ず
は
警
察
に
連
絡
し
、
事
故
の

報
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
交
通
事
故
の
被
害
者

と
な
り
、
相
手
方
や
保
険
会
社
が

満
足
い
く
対
応
を
し
て
く
れ
な
い

場
合
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ

ん
な
場
合
に
は
、
我
々
弁
護
士
が

お
役
に
立
て
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
特
に
交
通
事
故
で
被
害
に

遭
っ
た
の
に
、
治
療
代
が
支
払
わ

れ
な
い
な
ど
困
っ
た
場
合
に
は
、

一
度
、
ご
相
談
に
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
よ
ろ
し
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
に
い
ら
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
ご
相
談
に
は
料
金
が
か
か

る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ま

ず
は
お
電
話
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

交
通
事
故
以
外
の
ご
相
談
も
随
時

承
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
相
談
の
ご
予
約
は　
０
５
０
―
３
３
８
３
―
５
５
６
３　
ま
で
。

（
法
テ
ラ
ス
江
差　
弁
護
士　
米
山
清
貴
）

法
テ
ラ
ス
江
差
よ
り
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困
り
ご
と

心
配
ご
と

人
権
相
談

　

江
差
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と

函
館
地
方
法
務
局
江
差
支
局
で

は
、
人
権
擁
護
委
員
の
日
（
六
月

一
日
）
の
行
事
の
一
つ
と
し
て
、

「
困
り
ご
と
心
配
ご
と
特
設
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
が
身
近
な
法
律

問
題
や
人
権
問
題
に
関
わ
る
様
々

な
ご
相
談
を
お
受
け
し
、
解
決
へ

の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。（
予
約
不
要
、秘
密
厳
守
、

無
料
）

　

な
お
、
函
館
地
方
法
務
局
江
差

支
局
で
は
、
い
つ
で
も
人
権
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　

六
月
一
日
（
月
）

　
　
　

午
後
一
時
か
ら
三
時

場
所　

生
き
が
い
交
流
セ
ン
タ
ー

　

�

函
館
地
方
法
務
局
江
差
支
局
・

江
差
人
権
擁
護
委
員
会

　
　

電
話
５
２
―
１
０
４
８

　

乙
部
町
の
春
の
味
覚
と
も
い
え

る
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
の
収
穫
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

春
に
出
て
く
る
新
芽
は
、
地
中

の
株
に
前
年
蓄
え
た
養
分
を
使
っ

て
出
て
く
る
た
め
、
と
て
も
甘
み

が
あ
り
、
柔
ら
か
く
美
味
し
い
と

評
判
で
す
。

　

乙
部
町
の
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ

は
平
成
十
二
年
度
か
ら
栽
培
が
ス

タ
ー
ト
し
、
檜
山
南
部
で
は
こ
れ

ま
で
順
調
に
面
積
拡
大
が
図
ら

れ
、
平
成
二
十
二
年
度
に
は
販
売

金
額
も
二
億
円
を
超
え
ま
し
た
。

　

収
量
も
多
く
、
高
い
収
益
性
を

確
保
で
き
る
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ

は
、
乙
部
町
の
農
作
物
で
欠
く
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
乙
部
町
の
中
心
的
作
物

と
な
っ
て
い
る
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の

収
穫
は
六
月
末
に
行
わ
れ
る
予
定

で
、
他
に
も
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
や

カ
ボ
チ
ャ
、
お
米
、
高
設
イ
チ
ゴ

等
、
乙
部
町
に
は
春
か
ら
秋
に
か

け
て
旬
を
迎
え
る
作
物
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
漁
業
で
は
近
年
の
ス
ケ

ト
ウ
ダ
ラ
漁
の
不
漁
を
補
お
う
と

力
を
入
れ
て
い
る
ナ
マ
コ
漁
が
好

調
の
よ
う
で
す
。

　

ナ
マ
コ
漁
は
、
乙
部
町
の
漁
業

総
水
揚
額
の
約
四
分
の
一
を
占
め

　

栽
培
は
立
茎
栽
培
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
収
穫
期
間
を

長
く
す
る
こ
と
が
で
き
、
次
年
度

の
養
分
の
貯
蔵
と
収
穫
を
同
時
に

行
え
、
効
率
が
良
い
た
め
採
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

札
幌
圏
へ
の
出
荷
が
主
で
す

が
、
千
岱
野
の
鈴
木
農
園
さ
ん
で

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
通
信
販

売
も
行
っ
て
お
り
、
毎
年
注
文
す

る
乙
部
の
ア
ス
パ
ラ
の
フ
ァ
ン
も

い
て
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
新
た
な
顧

客
を
呼
び
、
春
は
注
文
で
い
っ
ぱ

い
だ
そ
う
で
す
。

る
重
要
な
資
源
で
、
乙
部
地
区
ナ

マ
コ
振
興
協
議
会
が
主
体
と
な

り
、
ナ
マ
コ
の
人
工
種
苗
生
産
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

檜
山
産
の
ナ
マ
コ
は
、
日
本
一

の
単
価
・
品
質
を
誇
る
ブ
ラ
ン
ド

と
な
っ
て
お
り
、
主
に
中
国
向
け

に
輸
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

漁
獲
目
標
を
今
年
は
二
十
ト
ン

と
定
め
大
切
に
資
源
管
理
さ
れ
、

サ
イ
ズ
は
百
三
十
グ
ラ
ム
以
上

で
、
傷
の
無
い
も
の
だ
け
を
出
荷

し
て
い
ま
す
。

　

檜
山
産
の
ナ
マ
コ
が
〝
日
本
一

の
ブ
ラ
ン
ド
〟
と
言
わ
れ
る
の
は

檜
山
の
豊
か
な
自
然
の
恩
恵
と
、

漁
業
者
の
努
力
の
賜
物
と
言
え
ま

す
。

春
の
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ

日
本
一
の
ナ
マ
コ
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歴
史
好
き
の
僕
は
、
よ
り
官
軍

上
陸
の
地
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
肉
付

け
の
た
め
各
種
歴
史
書
を
読
み
、

歴
史
考
察
を
毎
日
し
て
い
る
。
官

軍
上
陸
の
地
、
乙
部
に
隊
長
と
し

て
上
陸
し
た
山
田
顕
義
。

　

彼
の
死
も
、
彼
の
師
匠
で
あ
る

大
村
益
次
郎
の
死
も
彼
の
秘
蔵
子

の
児
玉
源
太
郎
の
死
も
山
県
有
朋

の
陰
が
見
え
隠
れ
す
る
。
山
県
有

朋
は
ダ
ー
ク
だ
。
た
だ
将
来
を
見

通
し
決
し
て
ア
メ
リ
カ
と
は
事
を

構
え
て
は
な
ら
な
い
と
言
及
し
た

点
は
認
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

大
村
益
次
郎
―
山
田
顕
義
―
児
玉

源
太
郎
ラ
イ
ン
が
早
死
に
し
、
軍

を
一
気
に
手
中
に
し
た
山
県
有

朋
。
松
下
村
塾
の
塾
生
に
さ
れ
て

い
た
が
吉
田
松
陰
と
の
接
点
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。

　

松
下
村
塾
の
人
物
で
私
が
一
番

好
き
な
人
物
の
山
田
顕
義
や
品
川

弥
二
郎
を
可
愛
が
っ
て
い
た
『
吉

田
稔
麿
』
で
あ
る
。
こ
ん
な
逸
話

が
あ
る
。
吉
田
稔
麿
が
、
戯
れ

に
、
放
れ
牛
の
絵
を
描
き
、
そ
れ

に
烏
帽
子
と
木
刀
に
棒
切
れ
を
添

え
て
描
い
た
。
山
県
有
朋
が
、
そ

れ
は
何
か
と
尋
ね
る
と
、
吉
田
稔

麿
は
、「
高
杉
晋
作
は
俗
事
に
こ

だ
わ
ら
な
い
俊
才
で
、
誰
も
つ
な

ぎ
と
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
こ

れ
は
、
野
に
放
た
れ
た
牛
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
、
久
坂
玄
瑞
は
雰

囲
気
が
立
派
な
も
の
で
、
烏
帽
子

を
か
ぶ
ら
せ
、
大
き
な
屋
敷
に
座

ら
せ
れ
ば
絵
に
な
る
だ
ろ
う
。
入

江
九
一
は
、（
彼
ら
に
比
べ
れ
ば
）

少
々
劣
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
ま

あ
、
木
刀
く
ら
い
の
も
の
で
は
あ

る
。
斬
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

脅
し
に
は
使
え
る
」
と
言
っ
た
。

山
県
有
朋
は
、
残
り
の
棒
切
れ
は

何
で
す
か
と
尋
ね
た
。
吉
田
稔
麿

は
、「
そ
れ
は
お
前
だ
、
凡
庸
で
、

何
の
と
り
え
も
な
い
」と
答
え
た
。

　

吉
田
松
陰
に
全
く
見
ら
れ
な

か
っ
た
権
力
志
向
を
も
っ
た
伊
藤

博
文
や
山
県
有
朋
を
背
教
者
と
し

て
、
吉
田
松
陰
を
辱
め
た
と
言
い

切
る
歴
史
家
も
多
い
。
一
方
で
乙

部
と
関
わ
り
の
あ
る
山
田
顕
義
と

品
川
弥
二
郎
は
吉
田
松
陰
の
『
人

間
が
権
力
を
握
る
と
変
わ
っ
て
し

ま
う
』
こ
と
を
嘆
い
た
教
え
を
敬

し
て
い
た
こ
と
は
、
実
に
誇
ら
し

げ
な
こ
と
と
思
う
。

　

西
郷
隆
盛
か
ら「
用
兵
の
天
才
」

と
絶
賛
さ
れ
、
死
に
際
の
高
杉
晋

作
か
ら
大
村
益
次
郎
と
共
に
後
継

者
に
指
名
さ
れ
、
山
県
有
朋
が
収

め
き
れ
な
か
っ
た
長
岡
藩
河
井
継

之
助
を
あ
っ
け
な
く
制
圧
し
、
最

後
の
砦
だ
っ
た
榎
本
蝦
夷
共
和
国

を
崩
壊
さ
せ
た
山
田
顕
義
。
そ
ん

な
数
々
の
功
績
を
残
し
た
山
田
顕

義
を
兵
部
畑
か
ら
追
放
し
た
の

が
、山
県
有
朋
。 

屈
辱
を
味
わ
っ

た
山
田
顕
義
が
、
そ
の
根
底
か
ら

司
法
の
道
へ
ゼ
ロ
出
発
し
て
い
く

心
の
変
化
ほ
ど
、
こ
の
上
な
い
ド

ラ
マ
展
開
に
な
り
得
る
と
思
う
。

　

悲
劇
の
天
才
軍
事
家
の
山
田
顕

義
の
人
生
に
お
い
て
乙
部
は
近
代

日
本
の
夜
明
け
の
場
所
で
あ
り
、

一
緒
に
上
陸
し
た
品
川
弥
二
郎
も

同
様
な
の
だ
が
、
そ
ん
な
人
間
模

様
の
交
差
や
歴
史
の
背
景
と
し
て

の
『
官
軍
上
陸
の
地
』
で
逸
話
を

交
え
て
ガ
イ
ド
で
き
る
よ
う
に
、

僕
の
歴
史
考
察
の
日
々
は
こ
れ
か

ら
も
続
く
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
地
域
活
性
化
担
当
　
今
　
昭
人

お父さん＝

佐々木　一春さん

お母さん＝

育美さん

ぼくは＝

　１歳１ヶ月の男の子です。

名前の由来＝

　おじいちゃんとパパの名前

から共通の１字をもらい、字

画を見て決めました。

両親の願い＝

　明るく、元気に、思いやり

のある子に育ってほしいで

す。

お父さん＝

館　　陽晴さん
お母さん＝

麻衣子さん
ぼくは＝

　１歳１ヶ月の男の子です。
名前の由来＝

　「佑」には、助ける、助け
られるという意味があるの
で、お互いに助け合えるよう
な優しい子に育ってほしいと
いう願いを込めて付けまし
た。
両親の願い＝

　明るく元気に育ってくれれ
ばと思います。

佐々木春
は

瑠
る

くん

（緑　　町）

館　　佑
ゆう

互
ご

くん

（緑　　町）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り
No. ８
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喫煙の健康に及ぼす影響及び健康に対する意識を高めるため、禁煙を推進するための記念日です！
今月は、たばこの害についてご紹介します！

　たばこの煙にはニコチン、タール、一酸化炭素をはじめ約4000種以上の科学物質が含まれており、体にさま
ざまな悪影響を及ぼします。
　最近は、メタボリックシンドロームとの関係も指摘されるようになりました。
　喫煙習慣をなくせば確実に生活習慣病のリスクを減らすことができます。

メタボリックシンドロームのリスク（非喫煙者リスクを1とした場合）

　たばこの煙は、喫煙者本人が吸い込む「主流煙」よりも、たばこの
先から立ち上る「副流煙」の方が有害物質を多く含んでいます。
　他人のたばこの煙を吸い込む「受動喫煙」により、たばこを吸わな
い人も健康上のさまざまな害を受けます。

昨年の秋より、乙部町国民健康保険病院にて禁煙外来が始まりました。毎週水曜日　午後１～３時（完全予約制）

１月に最初の卒煙者が出て以来、現在までに７名全ての方が禁
煙に成功されており、現在も禁煙が続いています。
１日４０本喫煙していた方もスムーズに禁煙に成功されており
好評です!! （国保病院医師より）

吸わないのに吸っている？（受動喫煙 について）

さぁ、禁煙に
チャレンジしよう！！

“オールジャパンで煙のない社会を”
５月３１日　世界禁煙デー

【対象者】　以下の条件をすべて満たせば、禁煙治療に保険が適用されます。

　1、ニコチン依存症に関わるスクリーニングテストでニコチン依存症と診断された方

　2、ブリンクマン指数（1日の禁煙本数×喫煙年数）が200以上の方

　3、直ちに禁煙したいと考えている方

　4、治療を受けることを文書により同意している方

禁 を じ ま ん ？煙 は め せ か

非喫煙者（1.0）と比較した喫煙者の死亡率（男）

クモ膜下出血 1.8倍 口腔・咽頭がん 3.0倍

肺気腫など 2.2倍
肺がん 4.5倍

胃潰瘍 1.9倍

膵臓がん 1.6倍

喉頭がん 32.5倍

食道がん 2.2倍

虚血性心疾患 1.7倍

肝臓がん 3.1倍

胃がん 1.4倍

膀胱がん 1.6倍

他に子宮がん（女） 1.6倍
平山雄、1988 ノバルティスファーマ「禁煙治療チャートⅡ」より引用

※�喫煙者の平均的な人生は、非喫煙者より寿命が短
いだけでなく、闘病生活が5年長く、健康寿命が
12年短い結果となります。
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5月のカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

 4
   26

 4
   27

 4
   28

 4
   29

 4
   30 1 可燃ごみ

①地区 2
乙中 開校記念日

3 憲法記念日 4 みどりの日 5 こどもの日 6 不燃ごみ②地区
振替休日 7 可燃ごみ

②地区 8 可燃ごみ
①地区 9

休日当番医
佐々木病院

休日当番医
上ノ国診療所

休日当番医
道立江差病院

休日当番医
勤医協診療所

お達者ぴんしゃん教室
（ケア 午前10時～）
ヒブワクチン予防接種

（国保 午後1時30分～）
不活化ポリオ予防接種

（国保 午後1時30分～）

第3回乙部町議会臨時会
（役場 午後2時～）

10 11 可燃ごみ
②地区 12 可燃ごみ

①地区 13 不燃ごみ
①地区 14 可燃ごみ

②地区 15 可燃ごみ
①地区 16

休日当番医
半澤医院

狂犬病予防注射
（町内 午前9時～）

麻しん風しん予防接種（1歳児対象）
（国保 午後1時30分～）
BCG接種

（国保 午後1時30分～）
狂犬病予防注射

（町内 午前9時～）
骨髄バンク登録日、肝炎ウイルス検
査日、HTLV-1検査日（江保）

サロン「とよはな」
（豊セ 午後1時～）

17 18 可燃ごみ
②地区 19 可燃ごみ

①地区 20 不燃ごみ
②地区 21 可燃ごみ

②地区 22 可燃ごみ
①地区 23

休日当番医
道立江差病院
特定健診・がん検診・各種検査

（町館 午前6時～）
公民館まつり

（公民 午前10時～）

特定健診・がん検診・各種検査
（豊セ 午前6時～）

赤ちゃん相談・健診
（ケア 午後1時～）
女性の健康相談

（江保 午後1時～）
こころの健康相談

（江保 午後3時～）
ブックスタート

（ケア 午後1時～）

1歳6か月児、3歳児健診
（交流 午後1時～）

四種混合予防接種
（国保 午後1時30分～）
健康相談

（ゆ里 午後1時30分～）
お達者ぴんしゃん教室

（ケア 午前10時～）
ウォーキング講座

（公民前 午後6時～）

健康相談
（三愛 午前9時～）
健康相談

（三研 午前9時40分～）

南部檜山清掃センター
は機械点検整備のため
休業となります。
すくすく広場

（つ保 午前9時30分～）
乙中体育祭

（乙中 午前8時30分～）

24 25 可燃ごみ
②地区 26 可燃ごみ

①地区 27 不燃ごみ
①地区 28 可燃ごみ

②地区 29 可燃ごみ
①地区 30

休日当番医
乙部町国保病院
春の森林浴と植物観察会

（公民前 午前9時30分～）

骨髄バンク登録日、肝炎ウイルス検
査日、HTLV-1検査日

（江保）
おたっしゃ体操教室

（豊セ 午後1時30分～）

おしゃべりサロン
（姫ふ 午後1時～）
肺炎球菌ワクチン
予防接種（小児）

（国保 午後1時～）

乙小マーチングパレード
（午後2時～）

31
休日当番医
厚沢部町国保病院
運動会（全小）

（乙小 午前8時30分～）
（栄小 午前9時～）
（明小 午前9時30分～）

会
場
・
場
所
省
略

(つ保) つくし保育園 (豊セ) とよはま地区センター (三愛) 三ツ谷愛郷会館

(国保) 国保病院 (交流) 生きがい交流センター (三研) 三ツ谷研修会館

(ケア) ケアセンターおとべ (ゆ里) ゆりの里活性化センター (姫ふ）姫川ふれあいセンター

(町館) 町民会館 (江保) 江差保健所 (公民) 公民館

ごみ収集の略称　①地区・・・滝瀬、元町１、元町２、緑町１、緑町２
　　　　　　　　②地区・・・豊浜、花磯、潮見、三ツ谷、元和、栄浜、鳥山、館浦、温泉団地、富岡、千岱野、姫川、旭岱

※１　骨髄バンク登録日、肝炎ウィルス検査日、ＨＴＬＶ－１検査日は事前予約が必要です。　江差保健所（℡52-1053）
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教
育
委
員
会
だ
よ
り

第302号

明
る
く
元
気
で
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り

　

三
月
二
十
四
日
、
公
民
館
に
お

い
て
平
成
二
十
六
年
度
高
齢
者
大

学
修
了
式
が
開
催
さ
れ
、
八
十
二

名
の
学
生
が
出
席
し
ま
し
た
。
昨

年
度
は
町
内
十
地
区
で
六
十
四
講

座
が
開
設
さ
れ
、
こ
の
日
、
各
地

区
の
代
表
者
へ
修
了
証
書
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
交
歓
会
で
は
、
町
外

視
察
研
修
や
郷
土
料
理
教
室
、
軽

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
各
地
区
の
一
年
間

の
学
習
の
あ
ゆ
み
を
ス
ラ
イ
ド
上

映
で
振
り
返
っ
た
後
、
江
差
追
分

日
本
一
の
木
村
香
澄
さ
ん
の
「
歌

謡
と
ミ
ニ
講
話
」
、
町
保
健
師
の

「
座
っ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
」

で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、
一
年

間
の
学
習
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
公
民
館
で
は
皆
さ

ま
が
豊
か
で
潤
い
あ
る
生
活
を
送

ら
れ
る
よ
う
講
座
を
開
設
し
ま
す

の
で
、
高
齢
者
大
学
の
受
講
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

四
月
三
日
、
町
商
工
会
女
性
部

副
部
長
の
山
口
芳
子
氏
が
教
育
委

員
会
に
来
庁
し
、
新
入
学
児
童
用

に
交
通
安
全
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
寄
贈
は

子
ど
も
達
の
安
全
を
願
う
女
性
部

か
ら
長
年
に
渡
っ
て
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
年
度
の
新
入
学
児
童
は

三
校
十
八
名
と
年
々
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、「
子
ど
も
は
地
域

の
宝
」
と
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
し

て
支
援
し
て
い
た
だ
く
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
も
、
交
通
安
全

の
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
も
五
月
二
十
一
日
の
乙

部
地
区
を
皮
切
り
に
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
昨

年
度
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
計
五
回

延
べ
百
十
一
名
の
参
加
者
が
豊
か

な
自
然
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら

爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

時
間
や
集
合
場
所
は
防
災
無
線

等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

【
今
年
の
講
座
予
定
】

・
五
月
二
十
一
日
（
乙
部
地
区
）

・
六
月
十
八
日　

（
鳥
山
地
区
）

・
七
月
十
六
日　

（
明
和
地
区
）

・
八
月
二
十
日　

（
姫
川
地
区
）

・
九
月　

三
日　

（
乙
部
地
区
）

　

今
年
も
運
動
会
の
時
期
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
北
海
道
や
東
北
で

は
、
秋
に
は
も
う
気
温
が
低
い
こ

と
や
天
候
が
不
安
定
な
た
め
、
古

く
か
ら
運
動
会
の
季
節
は
春
で
す
。

し
か
し
、「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」
と

い
う
言
葉
の
通
り
、
本
州
な
ど
は

秋
の
方
が
運
動
に
適
し
た
天
候
や

気
温
の
た
め
秋
に
運
動
会
を
開
催

し
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

　

町
内
の
運
動
会
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地

域
住
民
の
参
加
種
目
も
あ
り
毎
年

盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

児
童
生
徒
が
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆

さ
ま
の
熱
い
応
援
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

【
開
催
日
時
】

・
５
月
23
日
（
土
）

　

乙
部
中
体
育
祭 

８
時
30
分
～

・
５
月
30
日
（
土
）
14
時
00
分
～

　

乙
部
小
マ
ー
チ
ン
グ
パ
レ
ー
ド

・
５
月
31
日
（
日
）

　

乙
部
小
運
動
会 

８
時
30
分
～

　

栄
浜
小
運
動
会 

９
時
00
分
～

　

明
和
小
運
動
会 

９
時
30
分
～

一
年
間
の
学
習
の
締
め
く
く
り

～ 
高
齢
者
大
学
修
了
式 

～

子
ど
も
達
の

交
通
安
全
を
願
っ
て

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座

が
開
催
さ
れ
ま
す

中
学
校
体
育
祭

小
学
校
運
動
会
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【 一 般 向 け 】
●居酒屋ぼったくり３	 （秋川　滝美）
●ＥＰＩＴＡＰＨ東京	 （恩田　陸）
●ＳＴＯＲＹ　ＯＦ　ＵＪＩ 小説源氏物語	 （林　真理子）
●闇から届く命	 （藤岡　陽子）
●神様のカルテ０	 （夏川　草介）
●疲れを明日に残さないからだリセット	 （永井　峻）
●日本人のためのピケティ入門	 （池田　信夫）
●それでも僕は夢を見る	 （水野　敬也）
●ことだま５０音「名前」占い	 （水連）

【幼児・児童向け】
●マジックツリーハウス6 ～ 10	（メアリー･ポープ･オズボーン）
●カルテット！	 （鬼塚　忠）
●みんなのスポーツ大百科	 （ＢＬ出版）
●こどもあんぜん図鑑	 （講談社）
●わらべきみかの音のでることばえほん	 （わらべきみか）
●サザエさんえほん１～６	 （長谷川　町子）
●ぼくのニセモノをつくるには	 （ヨシタケシンスケ）
●こまったうしのガイコツまおう	 （松山　円香）
●もういいかい	 （中野　真典）

図書室の新刊おすすめ紹介

　

教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
生
徒

の
学
力
と
生
活
習
慣
の
確
立
を
目

指
し
、
様
々
な
取
組
み
を
実
践
し

て
い
ま
す
。平
成
二
十
四
年
か
ら
は
、

校
長
会
・
教
頭
会
・
各
学
校
・
各

Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
・
教
育
委
員
会
か
ら

構
成
さ
れ
る
「
乙
部
町
学
習
・
生

活
習
慣
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

立
ち
上
げ
、「
家
庭
学
習
の
て
び

き
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
度
、「
家
庭
学
習
の
て
び
き
」

　乙部町は町面積の８割を山野が占めるほどの自然
に恵まれています。特に春は山菜が芽吹き綺麗な花
が咲くなど美しい景色が見られます。特に今回会場
として予定している「竹森山」は道内で３箇所しか
ない航行目標保安林の１つで、様々な植物を見るこ
とができます。
　そんな乙部の森林を歩き、草花を観察したり撮影
して楽しみませんか。散策はゆっくりとしたペース
で１時間程度です。お気軽にご参加下さい。

児
童
生
徒
の
確
か
な
学
力
と
生
活
習
慣

の
確
立
を
目
指
し
た
取
組
み
に
つ
い
て

第
二
版
を
発
行
し
児
童
生
徒
に
配

布
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
子
ど
も

達
の
生
活
実
態
調
査
の
結
果
を
受

け
て
改
訂
さ
れ
た
も
の
で
、
家
庭

で
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
小
学
校

入
学
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の
九

年
間
を
見
通
し
て
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
教
育
で
は
、
中
学
校

に
「
巡
回
指
導
教
員
」
を
配
置

し
、
各
小
学
校
を
巡
回
し
算
数
で

テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
よ
る
授

業
を
実
施
し
児
童
の
学
力
向
上
や
教

員
の
資
質
向
上
に
向
け
て
取
組
む
ほ

か
、
小
中
学
校
の
教
職
員
の
人
員
加

配
に
よ
る
「
習
熟
度
別
学
習
指
導
」

な
ど
の
多
様
な
学
習
形
態
を
取
り
入

れ
指
導
方
法
や
指
導
体
制
の
工
夫

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

子
ど
も
達
の
学
習
・
生
活
習
慣

の
向
上
に
は
学
校
と
家
庭
の
信
頼

関
係
と
連
携
が
不
可
欠
で
す
。
保

護
者
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
こ
れ
か
ら
も
教
育
に
対
す
る

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

「春の森林浴と植物観察会」

■日　時　平成２７年５月２４日（日）　
　　　　　午前９時３０分（公民館前バス出発）
■会　場　竹森山方面（予定）
■持　物　歩きやすい服装、飲物、虫除け
　　　　　�乙部町植物ガイドブック「森からのおく

りもの」をお持ちの方はご持参下さい
■参加料　無料
■申込み　�５月２０日(水)午後５時までに公民館

へお申し込み下さい。（℡62－3311）

　５月の公民館図書室「町民おすすめ文庫」は、町内在
住Ｎさんおすすめの谷村志穂さんの初期の頃の小説など
７冊です。図書室内に特別コーナーが設けられています。
５月１７日（日）には、公民館まつりが開催され、谷村
志穂さんが講演にいらっしゃいます。この機会に是非、
谷村さんの作品に触れてみませんか？

町民おすすめ文庫

　朝日新聞（江差）専売所の松崎浩様から、児童幼児向
けを中心に６２冊の書籍を寄贈していただきました。「朝
日新聞松崎文庫」に追加して配架いたします。

図書の寄贈がありました

　５月17日（日）、公民館まつりが開催されます。テレ
ビ中継車の公開や、円空仏の展示と講義、子ども縁日な
ど盛りだくさん。詳しくは折込チラシをご覧下さい。

公民館まつりが開催されます♪

〔13〕



家庭ごみ、木の枝、枯れ草等の野焼きは禁じられています。タバコのポイ捨ては、絶対にやめましょう。山林内で火入れをする場合は、許可が必要です。

　

五
月
の
運
転
免
許
更
新
時
講
習

の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
５
月
12
日
（
火
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

違
反
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

▽
５
月
21
日
（
木
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

一
般
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

初
回
運
転
者
講
習 
午
後
３
時

　

町
、
江
差
保
健
所
、
道
獣
医
師

会
道
南
支
部
で
は
、
平
成
27
年
度

の
狂
犬
病
予
防
注
射
及
び
畜
犬
登

録
を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
の

で
、
指
定
の
時
間
ま
で
に
所
定
の

場
所
へ
犬
を
連
れ
て
お
集
ま
り
く

だ
さ
い
。（
時
間
・
場
所
な
ど
前
年

か
ら
変
更
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
確

認
下
さ
い
。）

　

な
お
、
自
宅
訪
問
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
事
前
に
役
場
町
民
課
保

健
衛
生
係（
☎
６
２
―
２
３
１
１
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

往
診
料
と
し
て
９
６
０
円
が
か

か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
犬
を
飼
わ
れ
る

方
は
畜
犬
登
録
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

運
転
免
許
証
の
更
新

お
済
み
で
す
か

お 知 ら せ

　4月12日、北海道知事・北海道議会議員選挙が執行され
ました。
　知事は高橋はるみ候補、檜山管内選出の道議会議員に
は、うちだ尊之候補がそれぞれ当選されました。
　乙部選挙区の投票率及び開票結果は次のとおりです。

北 海 道 知 事
北海道議会議員 選挙結果

狂
犬
病
予
防
注
射

畜

犬

登

録
の

実

施

月日 時　間 場　　所

５
月
11
日
㈪

9:05 ～ 9:40 滝 瀬 寿 の 家 前
9:45 ～ 10:05 元 町 みなと交流館前
10:10 ～ 10:30 緑 町 公営住宅公園前
10:35 ～ 10:55 緑 町 乙部振興公社前
11:00 ～ 11:20 緑 町 役 場 前
11:25 ～ 12:00 館 浦 田 村　 強 宅 横
13:05 ～ 13:35 姫 川 旧 小 学 校 前
13:40 ～ 14:00 旭 岱 寿 の 家 前
14:05 ～ 14:20 千岱野 ふ る さ と 館 前
14:25 ～ 14:45 富 岡 旧 小 中 学 校 前
14:50 ～ 自 宅 訪 問

月日 時　間 場　　所

５
月
12
日
㈫

9:10 ～ 9:45 豊 浜 漁協石油タンク前花 磯
9:50 ～ 10:00 潮 見 旧明和小学校前
10:05 ～ 10:15 可笑内 新 谷 商 店 前
10:20 ～ 10:40 元 和 八 幡 神 社 前
10:45 ～ 11:10 栄 浜 工 藤 一 成 宅 横
11:15 ～ 11:30 鳥 山 鳥 山 バ ス 停 前
11:35 ～ 自 宅 訪 問

料　　　　　　金

狂犬病予防注射手数料 2,560 円

狂 犬 病 予防注射済票
交 付 手 数 料 550 円

計 3,110 円

畜 犬 登 録 手 数 料
（すでに登録されている方は必要ありません） 3,000 円

乙部町国民健康保険病院　５月外来診療日程表 午前8:30～ 11:00
午後1:00～ 3:00診療受付時間

1
日

2
日

3
日

4
日

5
日

6
日

7
日

8
日

9
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

16
日

17
日

18
日

19
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

30
日

31
日

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

午
前

村
瀬

み
ど
り
の
日

こ
ど
も
の
日

振
替
休
日

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

奈
良

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

休
日
当
番
医

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

奈
良

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

奈
良

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

奈
良

野
村

野
村

午
後

野
村

村
瀬

村
瀬

野
村

奈
良

奈
良

奈
良

村
瀬

野
村

村
瀬

野
村

村
瀬

野
村

野
村

村
瀬

奈
良

奈
良

野
村

※　診療体制は変更になる場合があります。予め御了承ください。
※　�診療時間外・夜間等の受診は、救急医療体制を支えている医師の負担が増加します。地域の救急医療体制を維持するためにも、できる限り通常の診療

時間内に受診いただく等、適正受診にご協力お願いいたします。

投票結果
投 票 者 数 2,604人
投 票 率 75.92%
開票結果

高橋はるみ 1,632票

佐藤のりゆき 956票

北海道知事
投票結果
投 票 者 数 2,602人
投 票 率 75.86%
開票結果

うちだ尊之 1,324票

ふくはら賢孝 1,251票

北海道議会議員
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５月の診療予定です

山火事を発生させない心がけ

分娩についてのお知らせです外来診療体制

整 形 外 科
午前	 月から金曜日

（整形外来は、完全予約制となっています。受診される
方は予約が必要となりますので、事前にご連絡下さい。 
52-0036 内線112 電話での予約は13時から）

循 環 器 内 科 午前	 月から金曜日
午後	 月と金曜日

消 化 器 内 科 午前	 月から金曜日
午後	 火と水曜日（水曜日は13日と27日）

呼 吸 器 内 科 午前	 金曜日
午後	 木曜日

外 科 午前	 月から金曜日
小 児 科 午前	 月から金曜日

泌 尿 器 科 午前	 月から金曜日
午後	 水曜日

精 神 科 午前	 月から金曜日
午後	 月曜日

産 婦 人 科 午前	 月から金曜日

耳 鼻 咽 喉 科 午前	 14日・19日・20日・28日
午後	 13日・27日

眼 科 午前	 14日・28日
午後	 13日・20日・27日

皮 膚 科 午前	 火曜日（5日休診）
神 経 内 科 	 1日・15日・29日

　診療科によって、曜日によって担当医が変わります御確認下さい。
　診療日は予定であり変更になる場合もあります。
　事前に病院にご確認の上、受診してください。

受 付 時 間 午前･･･ 8時00分～ 11時30分 
　　　 （初診の方は、9時00分～） 
午後･･･13時00分～ 14時30分

　道立江差病院 産婦人科では、産婦人科医が24時間常駐し
分娩を行っています。
分娩受付の対象となる方

・�経産婦（出産の経験のある妊婦）であって、帝王切開など
の既往症のない方
・�経産婦でも35歳以上の方については、医師が診察の上、
当院で出産可能かどうか判断します
・里帰り出産をご希望の方は、ご相談ください。

産婦人科医長　早川　修 
札幌医大 昭和54年卒
専門科・資格など
　医学博士（昭和59年6月29日）
　日本産婦人科学会　産婦人科専門医
　日本産婦人科腫瘍学会
　　　　　　　　　婦人科腫瘍専門医
　日本臨床細胞学会　細胞診専門医
　母体保護法指定医
職　歴
　札幌医科大学附属病院
　帯広協会病院
　札幌医大医学部臨床教授（平成12年４月1日～）

詳しくは、総看護師長 中野までお問い合わせ下さい。
電話 0139 – 52 - 0036 （ 内線202 ）

　

今
井
琴
音
氏
（
緑
町
）
が
四
月
一

日
付
け
で
、
総
務
大
臣
か
ら
行
政
相

談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
税
金
、
福
祉
、

教
育
、
道
路
、
登
記
、
年
金
、
河
川

等
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
苦

情
、
要
望
、
意
見
を
聞
い
て
中
立
な

立
場
で
解
決
を
図
り
、
行
政
運
営
・

制
度
の
改
善
に
努
め
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。
町
民
の
皆
さ

ん
に
身
近
な
相
談
相
手
で
す
の
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

連
絡
先　

今
井
琴
音
（
緑
町
）

　
　
　
　

電
話
62
―
２
７
２
７

行
政
相
談
委
員
に
今
井
琴
音
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

医師紹介

ねんきんの窓

　 国民年金基金は、老後に受け取る国民年金（老齢基礎年金）の不足分を
補うための上乗せ年金として創設された公的な年金です。

●�２０歳から６０歳未満の方、又は６０歳から６５歳未満で国民年金に任意
加入している方

●国民年金保険料を納めている方（農業者年金加入者除く）
●道内に住民票のある方

①掛金は全額社会保険料控除となり税金が軽減されます。
②�加入したときの掛金や受け取る年金額は変わりませんので、自分に
合わせた年金設計ができます。
③�保証付に加入した方が保証期間内に亡くなられた場合、遺族の方に
一時金が支給されます。

【こんなメリットがあります】

国民年金の上乗せ年金 国 民 年 金 基 金

詳しくは、北海道国民年金基金（フリーダイヤル0120－65－4192）
までお問合せください。
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四
月
一
日
付
け
で
、
職
員
の
人

事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◎
乙
部
町
人
事（   

）内
は
異
動
前

▼
会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長
兼
税

務
課
長
宮
川
寿
巳
▼
財
政
課
長
兼

財
政
課
経
理
係
長
事
務
取
扱
小
石

裕
之
▼
出
納
室
参
事
（
出
納
室
長

補
佐
）
阿
部
久
子
▼
議
会
事
務
局

長（
議
会
事
務
局
長
兼
税
務
課
長
）

中
嶋
俊
哉
▼
総
務
課
地
域
振
興
対

策
室
長
（
北
海
道
か
ら
派
遣
）
石

川
孝
範
▼
町
民
課
長
補
佐
（
総
務

課
交
通
住
民
運
動
係
長
）
宮
本
政

則
▼
町
民
課
長
補
佐
兼
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
次
長
（
地
域
包
括

セ
ン
タ
ー
次
長
）
吉
岡
紀
子
▼
町

民
課
長
補
佐
兼
地
域
包
括
セ
ン

タ
ー
次
長
（
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー

包
括
支
援
係
長
）
町
中
聖
▼
総
務

課
企
画
係
長
兼
地
域
振
興
対
策
室

推
進
係
長
（
総
務
課
企
画
係
長
）

小
松
宏
嘉
▼
総
務
課
交
通
住
民
運

動
係
長
（
総
務
課
主
査
）
高
島
博

志
▼
総
務
課
企
画
係
（
総
務
課
総

務
係
）
東
堂
祥
平
▼
出
納
室
出
納

係
（
産
業
課
林
務
係
兼
商
工
労
働

観
光
係
）
竹
内
拓
也
▼
国
保
病
院

看
護
師
長
（
看
護
係
長
）
板
谷
涼

子
▼
国
保
病
院
副
看
護
師
長
（
看

護
係
長
）
三
浦
須
美
子
▼
国
保
病

院
看
護
係
長
（
看
護
主
査
）
土
谷

志
保
子
▼
国
保
病
院
看
護
係
長

（
看
護
主
査
）
西
田
美
和
▼
国
保

病
院
看
護
係
長
（
看
護
主
査
）
中

納
小
百
合
▼
国
保
病
院
看
護
係
長

（
看
護
主
査
）
小
網
美
加
▼
国
保

病
院
看
護
主
査
（
看
護
師
）
寳
田

由
美
▼
国
保
病
院
看
護
師
（
准
看

護
師
）
野
々
井
敏
子
▼
国
保
病
院

看
護
師
（
准
看
護
師
）
安
田
悦
子

◎
新
規
採
用

▼
産
業
課
林
務
係
辻
葊
拓
哉
▼
総

務
課
企
画
係
中
田
智
也
▼
町
民
課

介
護
保
険
係
田
中
凌
介

◎
退
職
（
三
月
三
十
一
日
付
）

▼
永
井
悟
（
国
保
病
院
事
務
長
）

▼
菊
池
佳
子
（
国
保
病
院
看
護
師

長
）
▼
中
川
美
千
代
（
財
政
課
長

補
佐
）
▼
小
野
惠
子
（
国
保
病
院

看
護
主
査
）

◎
再
任
用

▼
国
保
病
院
事
務
長
永
井
悟
▼
財

政
課
主
査
中
川
美
千
代
▼
国
保
病

院
看
護
師
菊
池
佳
子
▼
国
保
病
院

看
護
師
小
野
惠
子

◎
教
育
委
員
会
事
務
局
人
事

▼
事
務
局
長
（
事
務
局
参
事
）
西

田
卓
見
▼
事
務
局
次
長
（
町
民
課

福
祉
係
長
）
佐
藤
昌
宏

◎
退
職

▼
笠
原
邦
雄
（
教
育
委
員
会
事
務

局
長
）

◎
選
挙
管
理
委
員
会
人
事

▼
併
任
を
解
く
宮
本
政
則
▼
選
挙

係
長
併
任
総
務
課
交
通
住
民
運
動

係
長
高
島
博
志
▼
書
記
併
任
総
務

課
企
画
係
中
田
智
也

◎�

檜
山
広
域
行
政
組
合
乙
部
消
防

署
人
事

▼
消
防
署
次
長
兼
救
急
係
長
事
務

取
扱
（
救
急
係
長
）
大
川
宏
孝

◎
新
規
採
用

▼
警
防
係
兼
救
急
係
松
原
千
里

昇
格
者

▼
第
四
分
団
原
田
甚
一（
分
団
長
）

澤
井
節
夫
（
副
分
団
長
）
荒
木
幹

雄
（
部
長
）
米
坂
晃
（
班
長
）

入
団
者

▼
第
二
分
団
小
野
和
幸　

田
辺
隆

士　

第
四
分
団
澤
井
一
成　

安
澤

允
耶　

退
団
者

▼
第
二
分
団
山
本
義
親　

第
三
分

団
藤
田
洋　

第
四
分
団
米
坂
貞
男

３
月
15
日
～
４
月
14
日

　
お
く
や
み

　
　
も
う
し
上
げ
ま
す

佐
藤　

良
子
さ
ん（
71
歳
）豊　

浜

永
井　
　

清
さ
ん（
78
歳
）滝　

瀬

平
田
キ
ヨ
エ
さ
ん（
86
歳
）元　

和

菊
池　

清
秋
さ
ん（
88
歳
）元　

和

阿
部　

忠
義
さ
ん（
80
歳
）潮　

見

清
水　

正
友
さ
ん（
84
歳
）鳥　

山

編
　
集
　
後
　
記

間伐で未来につなぐ北の森
この用紙は、原材料の一部に道産間伐材を
使用しております。道産 間伐材使用

町 の 人 口
＝３月末現在＝

（ ）内は前月との比較増減
〈 〉内は３月末からの累計増減

世 帯 数 1,920（＋ １）〈–８ 〉

人 口 4,010（–26 ）〈–100 〉

男 1,854（–12 ）〈–30 〉

女 2,156（–14 ）〈–70 〉

平成 27 年５月１日発行（第549号）

編 集・発 行　 乙 部 町 総 務 課 企 画 係

〒043-0103　北海道乙部町字緑町388

（TEL）0139-62-2311（FAX）0139-62-2939

ホームページ　http://www.town.otobe.lg.jp

※
こ
の
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、

　

届
出
の
際
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
か
ら
新
し
く
広
報
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
取
り

組
み
を
取
材
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で

顔
を
覚
え
て
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　

私
事
で
す
が
乙
部
町
に
住
ん
で

９
ヶ
月
ほ
ど
経
ち
ま
し
た
。
先
日
、

新
芽
の
ア
ス
パ
ラ
を
食
べ
て
、
そ
の

お
い
し
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

行
楽
シ
ー
ズ
ン
到
来
と
い
う
こ
と

も
あ
り
皆
さ
ん
お
出
か
け
す
る
こ
と

も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

春
の
交
通
安
全
運
動
も
あ
り
ま
す

の
で
、
事
故
等
に
は
気
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

５月は固定資産税（第１期）の納期限です。

消
防
団
の
人
事
異
動

職
員
の
人
事
異
動
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